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ぼんぼり取付業務 3月25日から4月18日にかけて、観光ＰＲのため楯越山や上山公園で実施したぼんぼり取り付けに
従事した人件費及び光熱水費（12,143円） △

地元（市民）からの要望が高く、かつ関心の高い事業であるが、合併から8年が経過している。
今後、各まつりの実行委員による合同会議を開催し、事業の必要性やまつりの統廃合について検
討する。

地域まつり補助事業 備前東商工会に対し、地域の活性化を目的として、三石夏祭りに要する経費の一部（252,000
円）を補助する。 ◎

シーファンタジーイルミ
ネーション業務

毎年12月中旬～2月上旬にかけて、観光ＰＲのため日生駅前周辺で実施したイルミネーションの
取り付けに従事した人件費及び光熱水費（42,611円） △

ひなせ港祭り事業 ひなせ港祭り実行委員会に対し、地域の活性化を目的として、ひなせ港祭りに要する経費の一部
（2,100,000円）を補助する。 ◎

サマーフェスティバル事業 サマーフェスティバル実行委員会に対し、地域の活性化を目的として、サマーフェスティバルに
要する経費の一部（700,000円）を補助する。 ◎
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備前まつり実行委員会に対し、地域の活性化を目的として、備前まつりに要する経費の一部
（2,100,000円）を補助する。
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現在市が実施しているが、実施しなくても市民の日常生活に支障をきたさない
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このシート作成に要した時間 4.0 時間

継続開催イベント其々での来場者数のアップ

事務事業名 02
成 果 指 標 設 定 の 考 え 方 ・ 式 や 説 明

達成率（B/A） 67.98% 74.19% 65.32% 毎年度商業 職・氏名 商工労政係長　松井由美

地域振興活性化事業
電　話 0869－64－1832

85,000

84,300 92,000 81,000 到達目標値中項目 基本施策 02 起業と創造が支えるまちづくり 問
合
先

124,000 124,000 124,000

担当課（室）

平成22年度 平成23年度

開催イベントにおける来場者数
の合計

成　果　指　標　名

目標値（A）

商工観光課

根拠法令・例規等
総
合
計
画

大項目 基本目標 04 もてなしの心とたくましさのあるまちづくり
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